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改訂　 2008年11月14日 ※注文番号変更

 　識別コード追加

改訂２ 2010年9月17日 ※単位の変更
  ＭＲＰ新フォーマットファイル名追加

改訂３ 2010年12月14日 ※ 新フォーマット買掛金（検収）分譲データ の変更
  完成工場追加

改訂４ 2018年2月6日 ※ 新フォーマット発注分譲データ の変更
　予備項目サイズ変更

機密
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■注文番号桁数の見直しについて

内容：
注文番号桁数について下記の通り、変更とする。

変更後
・納品書（現品票） １３桁　⇒ １０桁
・分譲データ新フォーマット １３桁　⇒ １０桁

経緯：
新（ＥＲＰ）注文番号を１０桁→１３桁体系の桁拡張を検討しましたが、桁拡張に伴うシステム対応が必要になる事
現行（ＭＲＰ）と新（ＥＲＰ）の並行稼働期間においては、双方の混在したデータを利用する必要がある事から

納品書（現品票含む）、分譲データ新フォーマットの新（ＥＲＰ）注文番号は、現行（ＭＲＰ）と同様に１０桁とした。

■識別コードの追加

内容：

発注分譲データ及び買掛金（検収）分譲データの新フォーマットに識別コードの項目を追加する。

※分譲データではミクニ品番　量産 ' Ｆ ' のみ対象

経緯：
今回の分譲データでは、ミクニ品番量産’Ｆ’のみ対象とするが、将来的に試作・原材料等が追加された場合には
分類が必要になる事から識別コードを追加とした。

●分譲データ説明資料の改訂箇所については、下記の標題の　2008.11.14 改訂　を参照の事。

標題 ・現行フォーマット発注分譲データ　変更内容 　６頁
・新フォーマット　発注分譲データ  　８頁
・コード体系変更内容　（注文番号項目説明） １０頁

・現行フォーマット買掛金（検収）分譲データ　変更内容 １５頁

・新フォーマット　買掛金（検収）分譲データ １６頁

作成日　2008/11/14調査
作成者
　　情報システムセンター
　　　　　　二　宮

（株）ミクニ

承認

注文番号桁数変更と識別コード追加について
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■ＥＲＰ発注分譲データ（単位）の変更について

内容：
ＥＲＰ追加発注分譲データ項目の単位の設定を下記の通り変更する。

現状　：ＥＲＰ追加発注分譲データの単位は、Ｃ （個）１桁の固定値
変更後：ＥＲＰから発注された単位を設定する。
　　　 　新フォーマット　 ＥＡ　（個）　新体系で最大２桁
　　　 　現行フォーマット   Ｅ　　（個）　新体系で１桁

経緯：
今後、原材料等の発注のＥＲＰ化が始まり、素材などの単位が設定されるため。

■ＭＲＰ分譲データの新フォーマットファイル名について
　　　　　　

内容：

ＭＲＰ分譲データの新フォーマットファイル名を追加する。

経緯：
海外生産のＭＲＰ継続に伴い、ＭＲＰとＥＲＰの並行運用が続くために新フォーマット分譲データの実施について、
ＥＲＰとＭＲＰ新旧フォーマットの提供が新フォーマットの移行の障害になることからＭＲＰシステムの新フォーマット
データを新たに準備した。
ＥＲＰとＭＲＰとのデータファイル名を別名で提供する。

●分譲データ説明資料の改訂箇所については、下記の標題の　2010.09.17 改訂２　を参照の事。

標題：
・分譲データ項目説明（現行フォーマット）  ７頁
・新フォーマット　発注分譲データ  　８頁
・コード体系変更内容　（項目説明： 単位） １２頁

・分譲データファイル名変更内容（ＭＲＰ新フォーマットファイル名） １４頁

　

作成日　2010/09/17調査
作成者
　　情報システムセンター
　　　　　　二　宮

（株）ミクニ

承認
ＥＲＰ発注分譲データ（単位）の変更と
ＭＲＰ分譲データ新フォーマットファイル名について
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■完成工場（現：工場コード）の項目追加

内容：
・完成工場項目を追加する。

経緯：
ＥＲＰ ” 新フォーマット　買掛金（検収）分譲データ ”に工場を示す情報がないため、完成工場（現：工場コード）を追加した。

●分譲データ説明資料の改訂箇所については、下記の標題の　2010.12.14 改訂３　を参照の事。

標題：

・新フォーマット　買掛金（検収）分譲データ １６頁

　

（株）ミクニ

承認

新フォーマット　買掛金（検収）分譲データ の変更

作成日　2010/12/14調査
作成者
　　情報システムセンター
　　　　　　二　宮
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■発注分譲データ「予備」項目の修正について

内容：
・「予備」項目のサイズを下記の通り修正する。

誤 正
１６桁→１３桁

合計サイズ　２７９桁→２７６桁

※新フォーマット　発注分譲データを参照

経緯：
発注分譲データフォーマットの「予備」項目のサイズに誤りがあったため。

●分譲データ説明資料の改訂箇所については、下記の標題の　2018.02.06 改訂4　を参照の事。

標題：

・新フォーマット　発注分譲データ ８頁

　

（株）ミクニ 新フォーマット　発注分譲データフォーマットの修正

承認 調査 作成日　2018/02/06
作成者
グローバルＩＴ業務グループ
　　二　宮
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作成日： 08.09.11 承認
改訂日： 08.11.14

作成者：（株）ミクニ
情報ｼｽﾃﾑｾﾝﾀｰ　二宮

項目
№ 項目名

ﾃﾞｰﾀ
ﾀｲﾌﾟ ｻｲｽﾞ

ﾌｧｲﾙ
小数
点 MRP ERP

1 仕入先コード A 3 ● ● 現仕入先コード 3桁
2 空白 A 1

3 部品番号 A 15 ● ●
4 工程区分 A 1 ● ●
5 工場コード A 1 ● ●
6 設変記号 A 1 　 △ ＥＲＰ生産区分 １桁
7 レコード区分 A 1 ●
8 オーダー種別 A 1 ●
9 納入指示日 S 6 0 ● ●

10 納入指示数 S 7 0 ● ●
11 次加工場所 A 3 ● ● 現次加工コード 3桁
12 空白 A 1

13 科目 A 1 ●
14 型式 A 1 ●
15 部門 A 1 ●
16 管理 A 1 ●
17 単位 A 1 ● ●

18 再計画区分 A 1 ● ●
19 プラントコード A 1 ●

20 週No A 2 ●
21 空白 A 1

22 手番 A 8 ● △ 新体系　最大８桁
23 注文番号 A 10 ● △ 注文番号 10桁　注意※
24 支払単価 S 9 2 ● ●
25 品名 A 15 ● ●

26 セッティングNo A 18 ●
27 最早納期 A 6 ●

28 前回内示数 S 6 0 ●

注意※ ●　：　現行通り。　
 ＥＲＰからの注文書番号について　　2008.11.14 改訂 △　：　現行と変更あり。
現行フォーマット変換の際は、１３桁から１０桁（左３桁を除外して）のセットとする。
→　注文番号は、１０桁数字の構成とする。詳細は別紙の「コード体系変更内容」を参照。

補足

現行フォーマット発注分譲データ　変更内容（株）　ミクニ

項目説明

現行フォーマット
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分譲データ項目説明（現行フォーマット）
項目名 説　　　　明　

１．仕入先コード 受注者を表すコード（別名：受注者）
２．部番 部品番号
３．工程区分 部品の加工々程を表す記号
４．工場コード 製品の組立が行われる工場を表す記号
５．設変記号 現在未使用
６．レコード区分 スペース
７．オーダー種別 スペース
８．納入指示日 部品納期
９．納入指示数 部品納入数
10.次加工場所 納入先コード
11.科目 仕入科目コード　1：素材/原材料　2：成型材/ﾀﾞｲｶｽﾄ鋳造品　3.購入部品　…・等
12.型式 型式コード　00：原材料　A0：小４軽４輪気化器　C0：ＢＳ　D0：汎用(GH,BN,IM)　…等
13.部門 工場コードと同様
14.管理 Ｕ：有償　Ｍ又は、スペース：無償

15.単位
【ＭＲＰ】 Ｃ：個数　Ｋ：キログラム　Ｌ：メートル
【ＥＲＰ】  Ｅ：個数　Ｋ：キログラム　他　　　　　   2010.09.17 改訂２ ※１

16.再計画区分 １：追加  ２：確定　３：内示　４：予告   
17.プラントコード Ｓ：相良３旬　Ｋ：菊川２旬　Ｂ：汎用週　Ｄ：四輪２旬　Ｇ：汎用週 
18.週ＮＯ． ０１：ｎ月第１週　０２：ｎ月第２週　０３：ｎ月第３週　０４：ｎ月第４週
19.手番 組立のロット番号（手番付き発注の場合に設定）　ＥＲＰより設定
20.注文番号 １つの注文に対して採番されるユニークな番号
21.支払単価
22.品名 ミクニ規格に従う
23.セッティングＮＯ． 組立のセッティング（製品）番号
24.最早納期 確定開始日
25.前回内示数 前回内示数

※1 ＥＲＰ新体系単位２桁の頭１桁を設定
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作成日： 08.09.11 承認
改訂日： 18.02.06

作成者：（株）ミクニ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙIT業務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 二宮

項目説明

項
目
№

項目名
ﾃﾞｰﾀ
ﾀｲﾌﾟ

ｻｲｽﾞ
ﾌｧｲﾙ
小数
点

左
詰
右
詰

項目
セッ
ト

項目説明

1 情報区分 A 2 ● 定期発注・追加発注 "PO"をセット

2 受注者コード A 12 左 ● 新仕入先コード　８桁 △ 現仕入先コード
3 受注者事業所コード A 4

4 部品番号 A 18 左 ● 新品番構成　１８桁 △ 現部品番号、現工程区分

5 識別コード A 1 ● 識別コード "Ｆ"のみ対象  　　　　　　　 2008.11.14 改訂※１
6 部品番号識別－１ A 14

7 部品名称 A 40 左 ● 品名 ○ 品名
8 納入指示日 S 8 0 ● 部品納期(YYYYMMDD) ○ 納入指示日
9 注文数 S 8 0 右 ● 部品納入数 ○ 納入指示数

10 単位 A 2 左 ● 新体系　最大２桁をセット △ 単位           2010.09.17 改訂２※３
11 注文番号 S 13 0 右 ● 新注文番号　１０桁 △ 現注文番号  2008.11.14 改訂※２
12 手配番号 A 8 左 ● 新体系　最大８桁 △ 現手番
13 注文データ区分 A 1 ● 再計画区分をセット ○ 再計画区分
14 仕入先コード A 12 左 ● 新仕入先コード　８桁 △ 現仕入先コード
15 仕入先工場コード A 5

16 仕入先出荷場所 A 8

17 納入先コード A 12 左 ● 新納入先コード　８桁 △ 現次加工場所コード

18 納入先工場コード A 4

19 手配担当コード A 7 左 ● 手配担当コード  ６桁

20 購買担当コード A 7 左 ● 手配担当コードと同じ値をセット
21 完成工場 A 1 ● ○ 工場コード
22 データ種別 A 2 ● オーダータイプをセット
23 発行日 S 8 0 ● 注文書･納品書等の書面上の発行した日付

24 発行時刻 S 4 0 ● 注文書･納品書等の書面上の発行した時刻

25 発注者コード A 12

26 対象基準日区分 A 1

27 対象基準日 A 8

28 重要保安部品コード A 1

29 荷姿コード A 8

30 収容数 S 8 0

31 納入指示区分 A 5

32 初物区分 A 1

33 先行時間区分 A 1  
34 先行時間 A 3  
35 背番号 A 3  
36 納入サイクル A 5

37 納入日区分 A 1

38 生産月度区分 A 1  
39 書面タイトル区分 A 2

40 支払方法等文言区分 A 2

41 予備 A 13   　　　　　　　 2018.2.6 改訂※4

※１　識別コード追加 ● ：　項目がセットが可能

※２  000（予備）+新注文番号１０桁 ○ ：　現行フォーマットに項目あり

※３  単位変更　新体系最大２桁 △ ： 現行フォーマットに項目あり、
※４  予備項目サイズ修正　１６桁→１３桁        現状項目と変更あり

新フォーマット

（株）　ミクニ 新フォーマット　発注分譲データ

現行フォーマットから結付く項目
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項目説明

■仕入先コード

仕入先コードは、８桁の数字コードにて構成する。
下記の通り、現行の３桁コードから８桁コードに変更とする。

現（３桁） 1 2 3

仕入先毎にコード割付(英数字）

新（８桁） 1 2 3 4 5 6 7 8

仕入先毎に採番(数字）
分類（６：仕入先）

会社コード　（１０：ミクニ　固定）

■納入先コード

納入先コードは、８桁の数字コードにて構成する。
下記の通り、現行の３桁コードから８桁コードに変更とする。

現（３桁） 1 2 3

納入先毎にコード割付(英数字）

新（８桁） 1 2 3 4 5 6 7 8

納入先毎に採番(数字）
分類（５：ミクニ社内工程　６：仕入先）
会社コード　（１０：ミクニ　固定）

補足： 納入がミクニ社内工程の場合は、ミクニ社内工程の納入先コード　（分類：５）
お取引様間を移動する部品の場合は、次工程の納入先コード　　（分類：６）

■部品番号

部品番号は、１８桁の英数字ｶﾅ記号にて構成する。
下記の通り、構成を変更とする。

現（１８桁） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8
工 工 設
場 程 変

区 ３～１７桁目：部番１５桁 記
分 号

新（１８桁） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8
工 生

程 産

１～１６桁目：部番１６桁 区 区
分 分

新品番１８桁

（株）ミクニ

承認
改訂日　2008/11/14

作成者：（株）ミクニ
情報システムセンター 二宮

コード体系変更内容

作成日　2008/09/11調査
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項目説明

■注文番号

注文番号は、１３桁の数字にて構成する。
下記の通り、現行の１０桁から１３桁に変更とする。

現（１０桁） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

１０桁目：識別記号 （別表１）
１～８桁：注文番号 ９桁目：チェックディジット

新（１３桁） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3

１３桁目：識別記号　（’１’ＥＲＰ）　
１～８桁：注文番号 １２桁目：チェックディジット

９～１１桁：追番

■注文番号 　　2008.11.14 改訂

注文番号は、１０桁の数字にて構成する。

下記の通り、構成を変更とする。

現（１０桁） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

１０桁目：識別記号 （別表１）
１～８桁：注文番号 ９桁目：チェックディジット

新（１０桁） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

１０桁目：識別記号　（’１’ＥＲＰ）　
１～６桁：注文番号
※ ７～９桁：追番

※新注文番号はユニーク性を持たせる為、有効な番号桁として、６桁（約１００万）は必要になること
　　からチェックディジット１桁を注文番号より除外する。

別表１：識別記号（現状）

1 未使用
2 手書ＯＣＲ（単価） ⇒※継続・廃止に関して検討中
3 手書ＯＣＲ（数量） ⇒※継続・廃止に関して検討中
4 ＭＲＰ（ライフ以外）
5 ライフＧＢＣ手配
6 Ｅ－製造 ＥＲＰ注文番号の識別記号は”１”　とする。
7 ライフＭＲＰ
8 ライフ手書OCR（数量） ⇒※継続・廃止に関して検討中
9 社内ＷＯ ⇒※ミクニ社内利用

■注文データ区分　（現行：再計画区分）

注文データ区分は、１桁の数字コードにて構成する。
コード及び、種類は現行通りとする。

コード 種類
1 追　加

2 確　定

3 内　示

4 予　告

（株）ミクニ コード体系変更内容

承認

1 ＥＲＰ

作成日　2008/09/11

作成者：（株）ミクニ
情報システムセンター 二宮

調査

改訂前
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項目説明

■手配担当コード／購買担当コード

手配担当コード／購買担当コードは、６桁の数字コードにて構成する。

手配担当コード／購買担当コードについて、下記に示す。

コード 名　称
100110 四輪　四輪機器
100120 四輪　軽四輪
100130 四輪　センサー
100210 二輪　二輪特機
100220 二輪　汎用
100230 二輪　汎用　上海
100250 二輪　ＭＩＴ
100310 盛岡
100330 ケア
100510 小田原試作 

※名称に関しては、組織変更に対応し、随時変更あり。

■識別コード

識別コードは、１桁の英字コードにて構成する。
ＥＲＰは各種マスターが一つのデータベースに登録される為、識別の為にコードを付加。

識別コードの設定基準について、下記に示す。

（株）ミクニ

分譲データではＦのみ対象

コード体系変更内容

作成日　2008/09/11調査

作成者：（株）ミクニ
情報システムセンター 二宮

承認
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項目説明

■手配番号

手配番号は、最大８桁の英数字記号にて構成する。

①現行MRP：組立場所　⇒JDE：手番分類　＜1桁目＞
②現行MRP：海外組立　⇒　JDE：手番分類(海外)　＜2・3桁目＞　（菊川・相良）
③現行MRP：型式・ライン　⇒　JDE：手番分類　＜2・3桁目＞　（盛岡）

手配番号体系の設定基準について、下記に示す。

※注：手番体系に関しては運用検討にて見直しの可能性あり

■単位  2010.09.17 改訂２

単位は、最大2桁のコードで構成する。

新フォーマット　 ＥＡ　（個）　新体系で最大２桁
現行フォーマット   Ｅ　　（個）　新体系で１桁

※原材料等の発注のＥＲＰ化が始まり、素材などの単位が設定される。

例）
コード 単位
EA 個
KG ㎏ 
GM ｇ 
CM センチメートル
KM キロメートル
MM ミリメートル
その他

作成者：（株）ミクニ
情報システムセンター 二宮

調査
改訂日　2010/09/17
作成日　2008/09/11

コード体系変更内容

承認

（株）ミクニ
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項目説明

■分譲データファイル名

● ＭＲＰ／ＥＲＰ　現フォーマットファイル名

E1ｘｘｘODR E1ｘｘｘODRA JDｘｘｘODRA

ｘｘｘmmddnG9ODRM ｘｘｘmmddnG9ODRM

３，５ ６，８

E1ｘｘｘODY JDｘｘｘODY E1ｘｘｘADY JDｘｘｘODYA

C1ｘｘｘSIR JDｘｘｘSIR FKｘｘｘOC1A JDｘｘｘSIRA

＜補足＞
① ｘｘｘは仕入先コード（現３桁）
②追加発注分譲データ

mmdd は月日

菊川・相良・センサー発注の場合　1日２回の発行がされる。
n = ３ (MRP), ６ (ERP)  の場合　 12:00発行分(取り込みは13:00より可能)
n = ５ (MRP), ８ (ERP)  の場合　 18:00発行分(取り込みは19:00より可能)

● ＥＲＰ　新フォーマットファイル名

定期発注 ｘｘｘｘｘｘｘｘPOyymmdd1.txt
追加発注 ｘｘｘｘｘｘｘｘPOyymmddn.txt

３，５

月間予告 ｘｘｘｘｘｘｘｘFCyymmdd1.txt
検収（仕入） ｘｘｘｘｘｘｘｘAPyymmdd1.txt

＜補足＞

① ｘｘｘｘｘｘｘｘは新仕入先コード（８桁）

②yymmdd は年月日

③追加発注分譲データ

菊川・相良・センサー発注の場合　1日２回の発行がされる。

n = ３  の場合　 12:00発行分(取り込みは13:00より可能)

n = ５  の場合　 18:00発行分(取り込みは19:00より可能)

④ＥＲＰ新フォーマットファイル名の構成

x x x x x x x x z z y y m m d d n .txt
連

新仕入先コード（８桁） 情報区分 年月日（６桁）番
（２桁）

定期発注、月間予告、検収（仕入）は、　１　をセット　
追加発注は、補足③を参照

フォーマット単位に識別コードをセット

PO ：定期発注、追加発注

FC ：月間予告

AP ：検収（仕入）

作成日　2008/09/11

作成者：（株）ミクニ
情報システムセンター 二宮

ＥＲＰ

承認

ＭＲＰ

データ種類

二輪／四輪／盛岡 （新フォーマット）

ＥＲＰ新

月間予告

検収（仕入）

追加発注

分譲データファイル名変更内容

ＥＲＰ ＭＲＰ

調査

データ種類

定期発注

盛岡 （現フォーマット）

JDｘｘｘODR

（株）ミクニ

二輪／四輪 （現行フォーマット）
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項目説明

● ＭＲＰ　新フォーマットファイル名　　2010.09.17 改訂２

定期発注 ｘｘｘｘｘｘｘｘPOyymmdd2.txt
追加発注 ｘｘｘｘｘｘｘｘPOyymmddn.txt

７，９

＜補足＞
① ｘｘｘｘｘｘｘｘは新仕入先コード（８桁）
②yymmdd は年月日

③追加発注分譲データ
1日２回の発行がされる。

n = ７  の場合　 12:00発行分(取り込みは13:00より可能)
n = ９  の場合　 18:00発行分(取り込みは19:00より可能)

二輪／四輪 （新フォーマット）
データ種類 ＭＲＰ新

作成日　2010/09/17

作成者：（株）ミクニ
情報システムセンター 二宮

（株）ミクニ 分譲データファイル名変更内容

承認 調査
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作成日： 08.09.11 承認
改訂日： 08.11.14

作成者：（株）ミクニ
情報ｼｽﾃﾑｾﾝﾀｰ　二宮

項目
№ 項目名

ﾃﾞｰﾀ
ﾀｲﾌﾟ ｻｲｽﾞ

ﾌｧｲﾙ
小数
点 MRP ERP

1 加工場所コード A 3 ● ● 現仕入先コード 3桁
2 科目 A 1 ● ●
3 工場コード A 1 ● ●
4 工程区分 A 1 ● ●
5 部品番号 A 15 ● ●
6 設変記号 A 1 　 △ ＥＲＰ生産区分 １桁
7 次加工場所 A 3 ● ● 現次加工コード 3桁
8 仕入単価 S 9 2 ● △ 符号付より符号なしへ
9 経理記号 A 1 ●

10 納入日 S 8 0 ● ●
11 検収日 A 8 ● ●
12 注文番号 A 10 ● △ 注文番号 10桁　注意※
13 手番 A 8 ● △ 新体系　最大８桁
14 納入数 S 7 0 ● ●
15 重複 A 1 ●
16 仕入部門 A 1 ●
17 マイナス A 1 ● ●
18 データ区分 A 1 ●
19 仕入単価符号無し S 9 2 ● ●
20 仕入単価符号 A 1 ● ●
21 納入数符号無し S 7 0 ● ●
22 納入数符号 A 1 ● ●
23 予備 A 30

注意※ ●　：　現行通り。
 ＥＲＰからの注文書番号について　　2008.11.14 改訂 △　：　現行と変更あり。
現行フォーマット変換の際は、１３桁から１０桁（左３桁を除外して）のセットとする。
→　注文番号は、１０桁数字の構成とする。詳細は別紙の「コード体系変更内容」を参照。

項目説明

現行フォーマット

補足

現行フォーマット買掛金（検収）分譲データ　変更内容（株）　ミクニ
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作成日： 08.09.11 承認
改訂日： 10.12.14

作成者：（株）ミクニ
情報ｼｽﾃﾑｾﾝﾀｰ　二宮

項目説明

項
目
№

項目名
ﾃﾞｰﾀ
ﾀｲﾌﾟ

ｻｲｽﾞ
ﾌｧｲﾙ
小数
点

左詰
右詰

項目
セット

項目説明

1 情報区分 A 2 ● 検収（仕入）"AP"をセット

2 受注者コード A 12 左 ● 新仕入先コード　８桁 △ 現仕入先コード
3 受注者事業所コード A 4

4 部品番号 A 18 左 ● 新品番構成　１８桁 △ 現部品番号、現工程区分
5 識別コード A 1 ● 識別コード "Ｆ"のみ対象  　　　　　　　  2008.11.14 改訂※１

6 部品番号識別－１ A 14

7 注文番号 S 13 0 右 ● 新注文番号 １０桁 △ 現注文番号  2008.11.14 改訂※２
8 仕入先コード A 12 左 ● 新仕入先コード　８桁 △ 現仕入先コード
9 仕入先工場コード A 5 仕入先予備コート゛ 

10 納入先コード A 12 左 ● 新納入先コード　８桁 △ 現次加工場所コード
11 納入先工場コード A 4 支給先予備コート゛ 
12 納入場所 A 8

13 検収日 S 8 0 ● 検収日付(YYYYMMDD) ○ 納入日
14 検収数量 S 11 3 右 ● 検収数量 ○ 納入数
15 単価 S 11 2 右 ● 単価 ○ 仕入単価
16 金額 S 14 2 右 ● 金額
17 消費税額 S 13 2 右 ● 消費税額

18 手配番号 A 8 左 ● 新体系　最大８桁 △ 現手番

19 科目 A 3 左 ● 仕入科目 ○ 科目

20 マイナス区分 A 1 ● マイナスの場合 "1" をセット ○ マイナス
21 発行日 S 8 0 ● 仕入明細表等の書面上の発行した日付

22 完成工場 A 1 ● ○ 工場コード 　　2010.12.14 改訂３※３
23 購入／支給識別コード A 2

24 遡りマーク A 1

25 旧単価 S 11 2

26 データ区分 A 3

27 単価区分 A 1

28 償却費 S 9 2

29 検査完了日 S 8 0

30 発注者コード A 12

31 対象基準日区分 A 1

32 対象基準日 A 8

33 書面タイトル区分 A 2

34 支払方法等文言区分 A 2

35 予備 A 13

 
 
 

 

 

※１　識別コード追加 ● ：　項目がセットが可能
※２  000（予備）+新注文番号１０桁 ○ ：　現行フォーマットに項目あり
※３  完成工場追加 △ ： 現行フォーマットに項目あり、

       現状項目と変更あり

新フォーマット

（株）　ミクニ 新フォーマット　買掛金（検収）分譲データ

現フォーマットから結付く項目
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